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コードNo. 品名 CAS RN  規格 容量 希望納入 
価格(円) 

041-34361 
10% Di-t-butylphosphine  
Hexane Solution 

819-19-2 有機合成用 50mL 49,000 

206-20481 
3mol/L Trimethylphosphine  
Tetrahydrofuran Solution 

594-09-2 有機合成用 50mL 30,000 

205-20451 
1mol/L Tri-n-butylphosphine  
Toluene Solution 

998-40-3 有機合成用 50mL 17,000 

208-20441 
1mol/L Tri-t-butylphosphine  
Hexane Solution 

13716-12-6 有機合成用 50mL 49,000 

製品一覧 

 使い切りに適した少量サイズ 
 有機溶媒で希釈⇒秤量時の酸化による失活や発火の危険性が軽減 
 シリンジ針刺込用ゴム付キャップ(シリンジ針を刺し込める特殊キャップを使用) 

製品の特長 

溶媒 

N2 or Ar ガス 

アルキルホスフィンのデメリット 

 揮発性が高く、悪臭を生じる 
 反応性が高く、容易に酸化され発火する 
 空気中で取扱いが困難 

アルキルホスフィン配位子は、さまざまな金属と錯体を形成し、カップリング反応に利用されま
す。その物性は、空気中の酸素と反応しやすく活性に大きな影響を与えることが知られています。
秤量中の短い時間で失活するため、不活性ガス雰囲気下(グローブボックス内など)で秤量を行う必
要があります。 

この度、このような不便さを解消する溶液タイプを発売しました。シリンジ針で抜き取ることが
できるため、空気中の酸素と触れることなく使用することができます。また、少量サイズですの
で、開封後長期保管を避けたい場合などに、1回使い切りタイプとして便利にご使用頂けます。 

アルキルホスフィン溶液 反応剤 

試薬抜き取り方法 

図のようにN2 またはArガスを吹き込みながら、 
シリンジにて試薬を抜き取ってください。 
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(1) トリメチルホスフィン・THF溶液条件下、アジドのアミンへの還元[a] 

(2) トリ-n-ブチルホスフィン・トルエン溶液条件下、光延反応によるアルコールの縮合[b] 

 遷移金属にホスフィンが配位することで安定な金属錯体を形成する。金属錯体はクロスカップ
リン反応の金属触媒として汎用される。 

参考文献 

 還元剤として、シュタウディンガー反応によるアジドのアミンへの還元、光延反応による、
アルコールと酸を脱水縮合等に利用される。 
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